
資料 6 公害 関係事犯検挙状況 ( 昭和 5 6 年 1 月 ~ 1 2 月 )

港装訟
廃棄物

処 理
水濁法

砂 利

採取法
河川法

と 畜

場 法

自 然

公園法

漁 業

法 等
海岸法

へい獣
処 理
場 法

自 然環
境保全
条 例

合 。十
前 年

同 期

件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人 件 人

岩美 1 1 1 2 1 6 1 3

鳥取 19 23 2 1 1 22 2 4 1 7 1 9

郡家 1 1 2 1 3 2

智頭

浜村 10 6

倉吉 1 2 1 0 1 1 1 1 1 4 1 2 1 6 1 9

八橋 7 7 5 12 7 12 12

米子 1 1 1 0 1 1 1 0 2 7 3

境港 5 5 5 5 1 3

溝 口 7 7 7 7 7 6

黒坂 1 2 1 2 1 1

合 。十 64 6 6 4 1 1 1 1 1 6 1 1 77 7 0
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( 県警防犯課調べ ) ね接
昭和5 6年 ( 1~1 2月 )公害苦情取扱い状況

＼＼"選り措 置 別 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染 騒音 振動 地盤沈下 悪臭 参 l 合
他 。十

受 理 件 数 3 16 2 47 68

措置別
話 合 い あ っ せ ん

警 告 ･ 指 導 1 5 2 1 7

検 挙 3 1 27 3 1

他 機 関 通 報 1 1 1 3

措 置 不 能 5 5

そ の 他 12 1 2

前 年 苦 情 受 理 件 数 -1I▲ 5 25 1 5 28 6 5

( 県警防犯課調べ )
一 1 7 5 一



5 6 年中検挙事例 ( 県警防犯課調べ )

署 検挙年月 日 適用 法令 事 犯 の 概 要

岩 美

昭和

5 6 6 2 6

o 森林法

o 鳥取県 目

然環境保

全条例

被疑者A は 、 被疑法人甲 の取締役であ る か、 そ の業務に関 し

て 、 農林水産大臣及び鳥取県知事の許可を受け ないで、 土地造

成の た め岩美郡岩美町所在の水源かん養保安林2 2,5 1 多くZの木竹

を伐採及び整地 し て芝張 り す る 等 、 土地の形質変更を し た も 驫

鳥 取 5 6 5 2 9

鳥取県内

水面漁業

調整規則

被疑法人甲 は 、 鳥取市雲山 に メ ッ キ 工場 を設置 し 、 業務 と し

て硫酸、 亜硫酸 ソ ー ダ等 を使用 し て 、 メ ッ キ加工等の業務を営

む も の であ る が、 昭和56年5 月29 日午前1 1 時2 5分 ご ろ 、 同工場の

薬剤貯蔵 タ ン ク の流通パ イ プか破損 し た際 、 硫酸 4,6 00必 ぐ ら い

亜硫酸ソ ー ダ 2,3 5 0β ぐ ら いが流出 し 、 公共用水で あ る大路川 に

流出 さ せて 、 こ い ･ ふ な等 、 数百匹 をへい死 さ せ る等水産動植

物に有害な硫酸 ･ 亜硫酸 ソ ー ダ を漏せつ さ せた も の 。

鳥 取 5 6 6 2 5
o 廃棄物

処理法

被疑法人甲 は 、 岡 山県津山市に本社を 、 鳥取市岩吉に営業所

を 設け 、 林業機器の販売 ･ 修理等の業務を営む も の 。

被疑者A は 、 同社の従業員 と し て稼働 し て い る も の であ る か

同社の業務に関 し 、 昭和5 6年 4 月 2 1 日 か ら 同年 5 月 1 5 日 ま での

間 、 3 回 にわ た り 、 岡 山県津山市の本社の業務に伴 っ て生 じ た

産業廃棄物であ る チ ェ ン ソ ー部品、 金属片等合計 1 2 1 ト ン を 鳥

取市賀露町地内 、 国道 9 号線沿の林道に 、 み た り に投棄 し た も

の 。

倉 吉 5 6 6 2 9
廃棄物

処理法

被疑者A は 、 昭和5 6年 2 月 ごろ か ら 同年 6 月 8 日 ま で の 間 、

東伯郡東郷町及ひ倉吉市が定め る一般廃棄物処理計画区域内 で

あ る東伯郡東郷町字引地 、 地内 の東郷湖畔空地、 倉吉市蔵内地

内 の 山林ほか 4 か所に 6 回 に わ た り 、 ÷般廃棄物であ る青果物

の廃物、 ブ リ キ缶 、 び んの破片、 段 ホ ー ル箱等合。十 1 5 1 ト ン を

みた り に投棄 し た も の 。

八 橋 5 6 6 . 2 2

へい獣

処理場法

廃棄物

処理法

被疑者A B C D E は 、 そ れ そ れ住居地にお いて養豚業を

営んでい る も の であ る か、

A は

(1 ) 昭和55年 8 月 末か ら 同年 9 月 末 ま で の間 、 へい獣処理場以

外の場所であ る 東伯郡大栄町岩坪地内 の雑草地ほか 2 か所に

3 回 に わ た り へい死豚 7 頭を埋却 し

(2) 昭和55年 1 1 月 24 日 か ら 昭和56年 2 月 1 2 日 ま での 間 、 東伯郡

大栄町岩坪地内 の町有林ほか 3 か所に産業廃棄物であ る 豚の

糞尿約28 ト ン を 1 2回 に わ た っ て 、 み た り に投棄 し た も の

※ B C D E も 各同様の違反

溝 口 5 6 6 . 3 0
o 廃棄物

処理法

被疑者A ･ B ･ C ･ D ･ E は 、 そ れぞれ昭和56年 2 月 末 ご ろ か ら

同年 6 月 5 日 ま で の間、 西伯郡岸本町が定め た一般廃棄物処理

計画区域であ る 町町長坂地内空地に 、

A が約 3 ト ン 、 B が約 5 ト ン 、 C か約 2 ト ン 、 D が約 2. 8 ト ン

団 が約 1 5 ト ン、 合計約 1 4.3 ト ンに及び、瓦片、 木 く ず 、 紙 く ず等

の一般廃棄物を みだ り に投棄 し た も の

- 1 7 6 一



資料 7 昭和 5 6 年度環境保全 関係予算等 の 概要

◎ 環 境 保 全 課
( 単位 千円 )

事 業 名 5 6 年度予算 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

清 掃 指 導 費

環 境 保 全 行 政 費

大 気 汚 染 防 止 対 策 費

水 質 汚 濁 防 止 対 策 費

騒 音 防 止 対 策 費

振 動 防 止 対 策 費

悪 臭 防 止 対 策 費

地 盤 沈 下 防 止 対 策 費

海 水浴場整備促進指導費

1 4, 0 2 8

3, 5 9 4

1 1 , 0 6 3

2 1 , 7 2 0

4 29

4 1 4

3, 1 0 0

2, 0 6 9

2 8 0

一般廃棄物処理指導費 8, 3 6 0

産業廃棄物処理指導費 1, 4 6 8

産業廃棄物処理実態調査費 4, 2 0 0

公害対策審議会費 6 9 8

水質審議会費 3 1 4

環境保全推進費 1 , 9 8 2

公害紛争処理費 32 5

汚染物質排出量澗査費 2 7 5

条例施行費 6, 1 5 2

環境汚染物質調査費 5 2 9

窒素酸化物等 自 動監視測定費 7 8 9

境港外港竹内地区埋立事業環境監視費 3, 5 9 3

条例施行費 8, 0 3 2

二級河川等調査費 1 , 1 3 4

水質測定 。十画作成費 4 6 8

環境基準常時監視費 7, 8 3 1

中海淡水化影響調査費 4 4 0

湖沼水質汚濁調査費 3 38

湖沼浄化対策推進費 2 0 0

水質汚濁物質排 出量総合凋査費 8 0

湖沼水質管理指針策定調査費 3, 1 9 7

。十 5 6, 6 9 7
‐ ‐ -
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◎ 自 然 保 護 孫
( 単位 千円 )

事 業 名 5 6 年度 予算 備 考

( 目 ) 環 境 保 全 費

自 然 環境 保 全審議会費

自 然 保 護 行 政 費

自 然 保 護 対 策 費

公 園 調 査 及 び 管 理 費

公 園等 施 設整備事業 費

中国 自 然歩道整備事業費

温 泉 行 政 費

温 泉 振 興 対 策 費

自 然 保 護 思 想
普 及 啓 蒙 事 業

1, 0 1 0

2, 1 5 3

2 1 , 2 3 2

2 1 , 2 6 0

9 1 , 6 0 0

5 8, 7 0 0

1 , 4 6 3

7 , 8 5 5

1 4 , 0 6 3

自 然環境保全審議会費 1 , 0 1 0

自 然保護行政費 1, 4 6 2

自 然環境保全地域指定調査費 6 9 1

自 然保護用地購入事務費 8 5 5

立木購入費 2 0, 3 7 7

大山遭難防止対策費 1 6 9

公園計画等調査指導費 5 0 0

国立公園施設管理費 1 9, 1 1 2

国定公園管理費 7 8 7

中国 自 然歩道施設管理費 6 9 2

山陰海岸国立公園施設整備事業費 5 9, 2 4 5

大山隠岐国立公園施設整備事業費 2 4, 8 0 0

県立公園施設整備 7, 5 5 5

扇 の 山 、 芦澤線整備事業費 5 8, 7 0 0

温泉審議会費 1 , 4 6 3

温泉調査指導監督事業 8 3 0

温泉資源保全調査事業費 7, 0 2 5

自 然科学館管理運営費 5, 3 5 7

大山 自然解説事業費 9 2 3

自 然保護研修事業費 6 38

映画製作事業費 7, 1 4 5

。十 l; 2 1 9, 3 3 6
｣ ! l

- 1 7 8 一



-
=
=rI

-1
、
1
1

-
-

-
----

-
1
,
｢

1
1
-‘!

--
1

1
｣

1
4

1
4

rう
1

I
,I

AU
n

v
Q

J
n

v
^?

′]
1

l
1

1
1

1
1

1
1

メ
1

l
1

1
1

I
1

I
･｢

I

1
l

〉
｣

?
?

?
"

′

公害 対策審議会設置

4
0

1
0

0
生

気
1

1
0

6
1

1
0

0
9

8
l

-1
I
･

'
･I

▲
‘1

I
▲

･I
I

･I
I

･1
I
▲

･I
I

▲
･1

1
‘

　
　

　
　

公害行政担当部 ･ 課名
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室
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課
課

査
全

境
検
保
境
健

境
境

嶺
環

環
保

部
部
部
部

境環
生
祉
生

水下
厚

召

環
環
保
課
課
踝
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課
踝
諜
県
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
探
諜
課
室
室
諜
課
室
探
課
揉

部
部
部

生
生
発

全

生
祉
生
祉
民
民
健
生
健
生
民
掛
牛
祉
生
務
画
民
画
民
民
民
健
健
衛
衛
開
画
健
保

画
画
健
民
面
民
健
済

健
健
画

境

厚
福
民
福

町
住
保
民
保
厚

町
福
民
福
民
総
企
町
企
町
町
町
保
保
保
保
企

企
保
環

企
企
保

町
企

町
保
経

市 町 村 名

市町村の公害行政機構

市
市
市
市

町
町
村
町
町
町
町
町
町
村

町
町

町
町
町
村
町
町
町
町
町
町
町
町
町
岡
村

町
町
町
町
町
町
町
町

取
子
吉
港
府
美
部
家
岡
原
東
桜
瀬
治

頭
高
野
谷
合

郷
朝
金
条

栄
伯
碕
伯
見
本
飜

辻
山
和
山
南
野
府

口
鳥
米
倉
境

国
岩
福
郡
船
河

八
若

用
佐
智
気
鹿
青
羽
泊
東

=
関
北
大
東
赤

西
会
岸

日
淀
大
名
中

日
日
江
溝

公害 対策 協議会設置
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資料 9 市町村の環境関係条例制定状況

条 例 公 布 日 施 行 日

昭和 昭和
鳥取市 自 然保護 お よ び環境保全条例 l 7 . 1 0 . 1 3 4 7 . 1 0 . 1 3

米 子 市 環 境 保 全 条 例 4 7 . 6 2 8 4 7 7 1

倉 吉 市 公 害 防 止 条 例 4 8 9 1 3 4 9 1 1

境 港 市 公 害 防 止 条 例 4 8 1 2 2 4 4 9 6 . 1

大 栄 町 環 境 保 全 条 例 4 8 . 1 2 1 4 4 9 . 1 1

大 山 町 環 境 保 全 条 例 4 8 2 4 8 7 2

赤 碕 町 環 境 保 全 条 例 4 9 4 1 4 9 4 1

東 伯 町 環 境 保 全 条 例 5 4 1 0 1 0 4 1 0 1

, “ “ “ “ 保 “ “ “ 事 . ･ " ' ' ‐

関 金 町霊 会 髪M に報 熱 さ 滋
潴 寮事務 ; ] 導 蕊 モ裔 ◎ 幻
東 郷 町 環 境 保 全 条 例 l 1 9 1 0 1 l l 9 ] 0 1

l l

一 1 8 0 一



資料 1 0 市町村の公害防止協定締結状況

締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考

市 町 村 締 結 企 業 ( 工 場 ) 等

鳥 取 市 光和ア ル ミ ㈱

鳥取旭工業㈱

上原 メ ノ キ

春 日 井化工㈱

㈱山陰 カ フ ー総合現像所

旭 メ ノ キ㈱

協同組合鳥取鉄工セ ン タ ー 他1 1 社

㈱鳥取菓子工業セ ン タ ー 他 5 社

山根金属工業㈱

三洋製紙㈱

鳥取三洋電機職

鳥取県

ア ル ミ 製 建材 製 造

金 属 製 口□

窯 業

写 真 現 像

金 属 製 品

食 料 品 製 造

金 属 製 品

製 紙

電 気 製 品

工 業 試 験 場
汚 水 処 理 施 設

昭和
48 1 2 28

50 1 2 2 9

“
5 1 7 2 6

52 9 1 0 )
50 1 2 29

50 . 1 2 29

5 1 4 1

52 1 1 0

工業団地進出
企業 と の 協定

米 子 市 米子市 、 加茂校区 自 治連合会 清 掃 工 場 建 設 52 8. 1 9

倉 吉 市 日 本チ ソ プ工業㈱

㈱明 治機械製 作所

打吹建設㈱

関金生 コ ン㈱

東伯町長他

倉吉市農業協同組合

神鋼機器工業㈱

木 材 ･ 木 製 品

機 械

ア ス フ ァ ル ト プ フ ン ト

生 コ ン ブ フ ソ ト

借 掃 工 場 建 設

畜 産

機 械

47 2 1 6

4 7 7 20

4 7 1 1 8

4 8 . 2 1 4

48 10 22

49 9 . 27

5 0 2 2 1

I

境 港 市 日 本石油㈱ 石 油 49 9 . 20

福 部 村 同和建設㈱ アス フ ァ ′レ ト プ フ ソ ト 16 1 0 27

国 府 町 寺本孝大良 く 養鶏 )

㈲伊藤 プ ロ イ フ ー

畜 産 48 8 24

4 8 1 2 28

郡 家 町 ㈱藤原組

郡家建設㈱

アス フ ァ ノレ ト ブ フ ソ ト 5 1 1 2 9

5 1 1 1 2 5
l

河 原 町 鳥取八木電子㈱ 電 気 製 品 製 造 48 1 0 1 9
I

八 東 町 昭和樹脂化工㈱

朝倉勲

八東町農業協同組合

化 学 製 品

畜 産

51 7 30

5 1 . 1 2 8

53 4 1 5

羽 合 町 倉吉魚市場㈱

鳥取県

水 産 食 料 品

天 神川流域 ･ 下水道

終末処理場設置

47 6 1

5 1 4 30

泊 村 富士西産業㈱ 食 料 品 製 造 造 48 1 0 1 9

北 条 町 岡 本化学工業㈱ 飼 料 ･ 肥 料 製 造 4 7 1 2 1 9
I

一 1 8 1 一

割
川
野
川
副
川
川
洲
川
洲
印
川

蝉
亀
山



締 結 当 時 者
業 種 締結年 月 日 備 考

市 町 村 締結 企業 ( 工 場 ) 等

北 条 町 山陰 自 動車整備工業㈱

中部建設協 同組合

三陽合繊㈱

前川 菊次

北条町農業協同組合

中部舗装㈱

車 輛 整 備

土 石

紡 績

フ イ ス セ ソ タ ー

ア ス フ ァ ル ト ブフ ソ ト

5 0 9 2 0

5 0 6 2 8

5 3 1 0 5

5 2 6 1 3

5 2 3 1 9

5 5 1 1 8

大 栄 町 大栄町農業協同組合

㈱河 鶴

大栄町農業協同組合

扶桑木材㈱

東伯町農業協同組合

倉吉家具工業㈲

鳥取サ ン シ ャ イ ン セ ン タ ー

フ イ ス セ ン タ ー

食 料 品 製 造

木 材 木 製 品

建 材

畜 産

家 具

ク ノ - - ソ ク

5 2 1 1 1 1

5 1 1 1 1 7

52 1 2 20

4 7 . 1 20

5 5 2 25

50 2 5

5 0 4 1 1

町 立会人

( 大根つけも の )

( パ ー ク 粉砕 )

町 立会人

赤 碕 町 富士西産業㈱

赤碕町農業協同組合

赤碕生 コ ン㈱

上野水産㈱

赤碕町農業協同組合

食 料 品 製 造

農 産 物 加 工

生 コ ン プ フ ソ ト

水 産 食 料 品

フ イ ス セ ソ タ ー

4 8 10 28

5 1 1 2 1 5

49 1 2 27

4 9 1 22

5 3 1 2 7

県 立会人

名 和 町 山陰畜産㈱

枝谷純柘

名 和食鶏㈲

㈲山水園

山陰畜産㈱

㈱鳥取県食肉セ ン タ ー

畜 産 48 1 2 1 4

50 1 0 1 1

54 1 0 24

5 1 5 1 0

49 6 1 0

57. 7. 3 0

町立会人

大 山 町 ㈱近畿北 コ ソ 生 コ ン ブ フ ン ト 4 8 1 31

西 伯 町 江崎 グ ノ コ ㈱ 食 料 品 製 造 49 1 1 20

淀 江 町 大勇 自 動車

㈱大脇組

米子精工㈱

山陰食鶏農業協 同組合

山根 厳

山本金属工業㈱

鳥取県経済農業協同組合連合会

㈱ ツ カ サ製 作所

車 輛 整 備

土 石

機 械 加 工

畜 産

病 院 建 設

電 気 製 品 製 造

食 料 品 製 造

電 気 製 品 製 造

50 5 1 5

4 9 1 0 21

5 1 2 1 3

49 5 . 31

5 3 1 2 25

4 8 1 2 2 8

5 3 8 1 7

50 1 2 28

日 吉津村 王子製紙㈱ 木 材 ･ 木 製 品 5 1 1 0 8 県 立会人

日 野 町 矢崎部品㈱ 電 気 製 品 5 1 6 1

溝 口 町 藤本製薬㈱ 医 薬 品 製 造 48 7 1 4 県立会人

東 伯 町 東伯町農業協同組合 畜 産 52 1 2 28

一 1 8 2 一



締 結 当 事 者
業 種 締結年月 日 備 考市 町 村 締 結 企 業 ( 工 場 ) 等

東 伯 町 東伯町農業協同組合

下伊勢畜産団地組合

畜 産 53 8 2 1

5 3 2 20

会 見 町 栗村製 作所 機 械 器 具 製 造 49 5 ] 5
J

日 南 町 下阿毘緑 自 治会 畜 産 54 3 1

一 1 8 3 一



資料 1 1 県 内石 油製品年度別使用 量の推移 ( 単位 . k “ )

＼＼＼＼製品別
年 、＼＼＼、年共

揮発 油 ナ フ サ
シ ェ ッ ト

燃料 油
燈 油 軽 油 A 重 油 B 重 油 C 重 油 燃料 油

合 計

昭和5 1年度
使用量 19 2, 9 12 1 5 , 1 1 3 7 , 34 6 1 04 , 22 9 120, 282 1 27 , 5 1 5 58 , 287 13 3, 309 7 58 , 993

( 構成比 ) (2 5. 4 % ) ( 2‐ O % ) ( 1 . 0 % ) ( 13 7 % ) ( 1 5. 8 % ) ( 1 6 8 % ) ( 7 7 % ) ( 1 7. 6% ) (1の 0% )

前年伸率 5. 8 1 1 . 4 40. 6 1 8 2 8 3 1 1 5 6 9 3. 7 8. 8

52年度
使用量 20 2, 22 8 1 3, 5 08 7 , 0 5 6 1 00 , 8 1 8 13 0 , 18 4 12 2, 784 5 7 , 488 1 26 , 008 7 60 , 074

( 構成比 ) (26. 6 % ) ( 1 . 8 % ) ( O 9 % ) ( 1 3 3繊 ( 1 7. 1 % ) ( 16. 2 % ) ( 7 6 % ) ( 1 6‐ 6 のめ (10O “の

前年伸率 4. 8 △ 10. 6 △ 3 9 △ 3 3 8. 2 △ 3 7 △ 1 . 4 △ 5. 5 0 1

53年度
使用量 218 , 1 76 8 , 9 1 7 6 , 187 1 0 8 , 922 145 , 2 58 1 35 , 923 5 2, 27 3 1 3 5 , 1 3 8 8 1 0 , 7 94

( 構成比 ) ( 2 6. 9 % ) ( 1 . 1 % ) ( O‐ 8 のる ) ( 13 4% ) ( 1 7. 9 % ) ( 1 6. 8 % ) ( 6 4 % ) ( 1 6. 7 % ) (1 00. 0% )

前年伸率 7. 9 △ 34. O △ 1 2. 3 8 0 1 1 . 6 10. 7 △ 9. 1 7 2 6. 7

54年度
使用量 225, 3 1 5 3, 5 87 1 3, 7 29 1 1 0 , 82 1 1 6 2, 26 1 1 45 , 9 2 0 4 9 , 00 5 1 30 , 9 20 84 1 , 5 58

( 構成比 ) (2 6 8 % ) ( o. 4 % ) ( 1 ‐ 6 % ) ( 13. 2% ) ( 19 3 % ) ( 1 7 . 3 % ) ( 5. 8 % ) ( 1 5 6 % ) (1 00 0% )

前年伸率 3. 3 △ 5 9. 8 22 1 9 1 7 1 1 7 7 4 △ 6. 3 △ 3. 1 3 8

5 5年度
使用量 22 2, 229 1 , 52 6 1 4 , 8 5 5 1 1 2, 1 3 6 1 64 , 04 8 1 07 , 70 3 4 4 , 332 1 1 5 , 9 34 7 8 2, 7 63

( 構成比 ) (28 4 %) ( 0. 2 % ) ( 1 9 % ) ( 1 4. 3% ) ( 2 1 . 0 % ) ( 13. 8 % ) ( 5 7 % ) ( 14 8 % ) (1 00. 0% )

前年伸率 △ 1. 4 △ 5 7 5 8. 2 1 2 1 . 1 △ 26 2 △ 9. 5 △ 1 1 4 △ 7 0

5 6年度
使用量 226 , 0 84 O 1 4 , 1 69 1 1 1 , 883 1 6 9 , 12 4 1 1 2, 9 7 5 32, 89 0 1 1 0 , 08 0 7 7 7 , 2 05

( 構成比 ) (29. 1 % ) O ( 1 . 8 % ) ( 14. 4% ) ( 21 8 % ) ( 14 5 字の ( 4. 2 % ) ( 14 2 % ) (1 00. 0% )

前年伸率 △ 1 7 △ 4 8 △ 0. 2 3.1 4 9 △ 25 8 △ 5 0 △ 0. 8

通産省発行の ｢エ ネ ル ギ ー生産 需給統。十 月 報｣ に よ る )( 県 ･ 通商観光課調べ 通産省発行の エ ネ ル

資料 1 2 県 内 自 動車保有台数 の推移

昭和 46 3 9 e e eのゐの

の 1 万台

( loo , 1 28 台 )

( 1 1 7 , 353 台 )

( 1 33 , 63 1 台 )

( 1 48 , 896 台 )

( 1の , 306 台 )

( 169 , 1 74 台 )

( 1 82 , 275 台 )

( 1 96 , 626 台 )

( 2 1 1 , 527 台 )

( 227 , o 2 1 台 )

( 237 , 67 9 台 )

( 247 , 63 5 台 )

( 鳥取県陸運事務所調べ )

47 , 3 の の のゐ◇◇の◇◇QQの

48 3 0 ゐ◇の 0の◇◇◇◇のゐ の d

49 . 3

め 3

5 1 , 3 0 0◇◇ゐゐのものの◇00◇◇
　　

　　 　 　 　 　　 　　　　　　　　　　　　
　　　

53 , 3 0ゐ の のゐゐゐの こり ◇◇① eee
　　　　 　

ヌ . 3 9の途◇- ◇の霧中のの◇◇◇◇◇◇の
55 3 の ● の く“ "ののるとひ ろゐ◇◇のの

　　　 　 　　　 　

56 , 3 0 0◇◇◇①あのののeeのゐe
　　　　　 　　 　 　

57, 3 0 0 G5 0 0 ◇◇00のe5 ◇ ◇◇◇
　　　　　 　　 　　　 　

一 1 8 4 -



資料 1 3 環境基準類型指定概要図

日 本 海 凡例 L 水 城 名 睦月削 頻 当

N
月
4
I
l

lr

の

び 塊 水 道 471G3 1 鰡紹 人

講湾 ‘す議湾 ,㈱ 海域 。 lで報酬を簾琴畑中域□

ゞ 聽鰐詳毬叢増 ABI 総饑り韓国 辯糯瀞= ^ 馴
. 。 麗“甥拝辞嘉川 - “ 、 阿弥駝 ′ = 由良川 天神川 - 繍程 麟纖話 旧剥薄

日加茂川 佐 舵 川 加勢蛇川 国府川 、 - 東 螂 池 全 鱸 4Ga M 胡沼 ん 野坂川 有富れ 大路′ =
- 新加茂月 小 鴨 川 /修見 ! = 私都 ノ ー ー三 徳 川

“ 加 茂 川

l 鷲鮨脇礬豊艶剱㈱!= AA 千 代 川 八 東 川小松谷川 佐治川日 野 川

( 日 か 469 1 4 河川 AA



資料 亀 4 水質 の 経年変化 ( 昭 和 5 1 ~ 5 6 年度 )

水 域 名 地 点 名

B O D 年 平 均 値 ( P PM ) B

1年度 2年度 3年度 年度 妓 年度 年度

〔河 川 〕

く 1 級河川)

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

天 神 川 水 系

天 神 川

小 胆鳥 j I

= 徳 j

加 茂 ,

質 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

← 今 西

横 手

片 柴

森

18

1 5

1 . O

0 9

0 9

0 .8

0 6

0 8

0 9

0℃

1 4

0 l

1

1

O

O

O

1 6

1 0

0 8

0 8

0 8

0 7

0 6

0 .7

0 6

0 6

L‘

0 う

1 -

1

0 ,

O

O

23

1 3

0 .8

0 7

0 6

1 2

0 7

0 9

0 8

0 7

1 9

0 隻

1 ‘

2

O

O

O

O

1 . 6

0 7

0 .7

0 8

0 6

0 6

0 5

0 6

0 6

0 5

0 8

0 . e

1 -

1 J

O

O

0

1

O

1 7

0 8

0 8

0 7

0 7

0 6

0 6

0 6

0 6

0 6

0 .8

o e

0 :

0 1

O

O

0

O

O

1 5

0 9

0 9

1 0

0 8

0 7

0 7

0 8

0 8

o e

0 . ‘

0 う

1

1

O

O

O

"

｢

0 6^)8 4

6 5~3 1

ゐ 5~2 6

でP 5~2 6

@ 5~2 7

くめ 5~ 1 2

く0 5~ 1 0

ぐo 5~ 1 4

ぐ0 5~2 1

ん･ 5 ′〉 1 1

G 5′)2 8

ぐ 5~1 4

《 ト4 E

0 7′)8 {

･ ト2ノ

者: .ト1 l

《 トー

- @ ト2

; @ト2

; ィ: H

5 @.けし0

9 @ ト1

7 者: .ト1

6 ･トー

X / Y

5 2年度 5 3年度 5 4年度 5 5年度 5 6年度 5 1年度 5 2年度 5 3年度 5 笙度 5 5年度 5 6年度

1 r)2 6

● ト1 7

@ト1 5

･ト1 3

●ト1 7

@ ト 1 1

･ トo 9

◆ト1 .3

@ト1 0

ぐo .ト0 8

･ ト8 3

･ ト1 2

0 .けし3 5

0 .けし 52

･ 5~ 1 4

･ 5~ 15

@ 5~o 9

@ 5~ 1 2

･ 5~ 1 . 1

･ 5~1 5

@.5~08

@ト1 .7

@ 5~o 8

@ 5~ 1 1

0 8hし 6 4

ぐo Eト5 5

0 6^) 1 8

ぐo 序} 1 8

ぐo かし0 9

ぐo をし8 7

ぐo Eみ2 8

ぐo Eh} 2 .0

ぐo 6科2 6

ぐo か)2 8

0 6[し5 6

ぐo 事2 7

0 5【)8 9

0 .5[)7. 2

● ト1 0

翁 5~0 .5

@.5~1 4

･ト1 5

ぐ0 5戸 1 1

ぐo ト1 8

ぐ0 歩08

翁.ト2 1

@ト1 2

ぐ0 5戸1 ,4

0 けし2 .6

ぐo 5~1 2

<P 5~ 1 8

く<0 5~ 1 6

<Q 5~ 1 2

<でQ 5~ 1 0

<食o 5~ 1 0

く"o 5~1 4

《o 5~1 3

<P 5~0 7

ぐo 5~ 1 8

翁トo 9

ぐ0 5~2 .4

0 5()6 .7

《 5~ 1 9

ぐo 5~ 1 6

ぐo 5~0 9

0 5^) 1 9

0 5′) 1 ･6

ぐo 5~2 0

《o ト0 6

0 5′) 1 8

々 5~o 9

翁 5~o 6

0 6(〕2 8

0 5() 1 5

ぐo 5~1 1

ぐo 5~1 5

ぐ0 を)1 0

ぐo を)1 4

ぐo 5~1 1

ぐo 5~0 9

ぐ0 か)1 3

ぐo を)1 0

ぐo 5rしL6

ぐ0 5【1 . 1

ぐ0.か}1 2

0 .をし2 5

ぐ0 5~1 2

ぐo 5~0 8

ぐo 5~2 8

ぐo 5~1 3

ぐ0 5~1 0

,ぐo 5戸1 ,9

《0 ふし1 9

ぐo 5~1 .6

ぐo,字1 1

ぐo ふし0 8

0 9{)2 8

0 5{)1 8

0 .5(し1 6

0 5{) 1 9

ぐo をし1 4

ぐo か)1 4

ぐ0 5み1 2

ぐo を)1 4

ぐ0 .か魂 .8

ぐ0 か)1 .O

0 .5()1 5

ぐ0.トu

ぐo 5hを. 2

0 .5()8 5

ぐo.5~ 1 2

ぐo 5み0“8

ぐo 5~0 8

ぐo 5~ 1 3

ぐ0 5字) 1 0

ぐ能い}0 9

ぐo 6ho . 9

ぐo. 5~ 1 .6

ぐo を) 1 1

ぐ0 をし0 8

5 / 1 2

4 / 2 3

5 / 1 2

1 / 1 2

2 / 1 2

3 / 1 2

o / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 2 4

1 / 3 0

8 / 1 2

2 / 1 2

1 ノノノ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

2 / 1 2

0 / 2 4

2 / 1 2

1 / 1 2

3 / 1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

3 / 2 4

1 0 / 3 0

1 / 1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ r 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 1 2

2 / 2 4

1 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

5 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

3 / 2 5

2 0 / 8 0

0 / 1 2

0 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ l 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 1 2

o / 1 2

2 / 1 2

2 / 1 2

1 / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

ノ ノ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

2 / 2 4

9 / 3 0

8 / 1 2

2 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 隻 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

4 / 1 2

0 / 1 2

2 / 1 2

2 / 1 2

o / 1 2

2 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 乙

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

o / 2 4

2 / 3 0

1 / 1 2

0 / 1 2

1 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

2 / 1 2

0 // 1 2

5 / 1 2

5 / 1 2

3 / 1 2

3 / 1 2

2 / 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

1 / 2 4

1 / 3 0

1 / 1 2

0 / 1 2

0 / 1 2

/ 1 2

- / 1 2

/ 1 2

'/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

〔河

く 1

千

5 ′) 1 4

0 5へ三4 5

0 7()8 6

ト2 2

けし2.5

H,0

を)1 8

忍

ト1 1

註 X/ Y : 環境基準に不適合の 日数/総測定日数
- 主 8 7 ･

- 1 8 6 一

1
1

==
l

==
L



D 又 は C O D 最 小値 ~最 大 値 ( PPM) X / Y

5 2年度 5 8年 5 4年 5 5 れ牛皮 5 6年 5 1年 5 2 イキー 5 銘守 5 4 イモ 5 5年度 5 64王

ぐo ト2

0 5へ) 1

ぐo 5将1

●トo

0 5() 1

0 .5() 1

● ト1 ･ ;

●.ト0･ I

ぐo ト4 -

ぐ0･“鮎

ぐ0 トα

ぐo,を)2. 7

ぐ0 5h]3 6

ぐo 5【6 . 2

0 6()2 9

0 8^)3 2

ぐ0 5トレ l o

ぐ0 5~ 1 6

0 7^) 1 8

0 8() 3 6

ミお~2 4

4 .4(1 2 0

3 .8() 1 l

8 4()8 4

8 2()4 3

1 6^)8 4

1 0^)48 く

の.争乱0

8 <0 6トン8

3 <o ふし8

≧ ぐ0 ふし 1

} ぐ0 6【 1

t ぐ0 か魂

: ぐ0 ふし 1

ー ぐo 5ん1

ぐ0 ふしO

ぐ0 ふし2. -

ぐ0 5【 1 ;

ぐ0 5【1 !

ぐ0 ふし親

0 6()2. ≦

ぐ0 5hし5 8

0 7()4 8

ぐo ,掛4, 1

ぐo か)4 1

0 5()2 . 1

0 . 7()2 8

0 8()1 1

ぐo 5~7 1

4 5人種 0 0

3 2()2 5

3 3() 1 4

2 .8[)6 2

21()9. 7

00 を忍 1

0 5() 1 6 べ

5 <0 ふし7

7 ぐ0 5【4

9 ぐ0 5尹) 1

1 ぐ05~2

B ぐ0. 5~O

睾 ぐ0 5い)O

3 ぐ0 5いしO

; ぐ0 を)O

) ぐ0 5~2 I

: ぐ0 ふし 1 ;

l ぐ0 5~0話

く:0 ･5~ 1 つ

<名0 5~2 E

<P 5~5 9

0 .5{)4 . 7

<1O 5~5 O

くさO 5~O 9

･ 5~2 0

<名O 9~5 8

1 3() 1 2

･ 5~2 9

5 7()5 6

2 5(一 1 0

2 2() 1 7

2 8()4 . l

1 6()8 7

0 5()4 7 (

くめ 5~2 0 ･

7 <o 5し 1

8 ぐ0 5~2

9 ぐo 5~0

1 く00 .5~O

7 ぐo 5~ 1 ,

7 ぐO‐5~O

にごO‐5~O

KOO‐5~O J

; 0 6メ〉 1 l

KOO 5~1 !

て00 5~0. {

ぐ0 5【O E

ぐ0 ,を} 1 ,6

ぐ0 .5~2 . 1

ぐ0,を)2 ,5

0 .6() 3 6

ぐ0 ふし 1 1

0 6() 1 8

0 8^) 1 6

0 9()2 2

ぐ0 ,か)6 4

4 .8() 2 8

2 6(し 1 1

1 6()6 .8

2 8()3 9

1 1() 1 1

で0 ふし8 .4

で0 5【 1 .9

1 0 6() き

6 0 5()3

3 ぐo ト3

3 ぐo ト8

2 0 5() 1

; 0 5[) 1

; 0 6() 1

' ぐo ト1

0 7()3

ぐo ト2

ぐ0ト1

ぐ0.ふし刻

ぐ0 ,か) 蛭

ぐ0 ふし 1 $

ぐ0 5hを‐≦

0 8()3 6

0 . 5(し 1 . 3

ぐ0 ふし 1 8

0 6() 1 7

1 .2()2 5

0 5() 5 9

8 1()4 6

2 7() 1 2

2 .4()7. 6

29()4 . 8

1 3() 2 6

0 . 5()8 6

0 6() 1 8

2 / 2

7/ 8

2 / 1

2/ 1

2 / 1

l / 1

2 / 1

2/ 1

/ 1 ;

/ 1 ;

/ 1 ;

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 2 0

/ 6 0

// 6 0

8/ 4 8

8 / 4 8

/ 1 2

4 / 9 6

6/ 9 6

0/ 2 3

1 / 2

0/ 8

1 / 1

0/ 1

1 / 1

1 / 1

1 / 1 ;

0/ 1 ≦

/ 1 '

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 8

/ 6 0

/ 6 0

8/ 4 8

8 / 4 8

/ 1 2

8 / 9 6

8 / 9 6

0/ 2 3

1 / 2

1 / 2

1 // 1

1 / 1

1 / 1

1 / 1

1 / 1 ;

0 / 1 '

/ 1 2

/ =

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 0 2

/ 6 0

/ 6 0

8 / 4 8

8 / 4 8

/ 1 2

4 / 9 6

5 / 9 6

0/ 2 1

2/ 2

4 / 3

2 / 1

r / 1

0 / 1

0/ 1 ;

0 / 1 ;

0 / 1 2

/ 1 2

ノ ー 乏

/ l 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 0 2

/ 6 0

/ 6 0

1 / 4 8

7/ 4 8

/ 1 2

8 / 9 6

3 / 9 6

0 / 2 4

0 / 2

1 / 3

0 / l

0 / l

l / 1

0 / 1

0 / 1

0/ 1 I

/ 1 "

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ l 2

/ 1 2

乙 1 2
/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 0 2

/ 6 0

/ 6 0

9/ 4 8

2/ 4 8

/ 1 2

3 / 9 4

9 / 9 6

0 / 2 1

3 / 2

4 / 3

3 / 1

4 / l

2/ 1

8 / 1

3 / 1

1 / 1

/ 1 ;

/ l ;

/ 1 l

/ 1 2

/ 賤

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/ 1 2

/1 1 4

/ 6 0

/ 6 0

0 / 4 8

2/ 4 8

/ 1 2

7/ 9 6

5 / 9 6

) / れ

12
2

2
24

80
蛇

惚
12

2
2

6年度

1 2

2

1 4

4 .4(1 2 0

3 .8() 1 l

8 4()8 4

水 域 名 地 点 名
B O D 又 は C O D 年 平均 値 (P PM )

5 1年度 5 2年度 5 8年度 5 4年度 5 5年度 5 6年度 5 1年度

日 野 川 水 系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

( 2 級河川 )

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加 勢 蛇川

阿 弥 陀川

佐 陀 川

(都市河川 )

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

〔湖 沼〕

湖 山 池

東 郷 池

多 鯰 池

中 海

〔海 域〕

美 保 湾

日 本海沿岸

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

車 尾

3 地 点

7 地 点

5 地 点

4 地 点

3 地 点

5 地 点

8 地 点

1 0

1 3

0 9

0 9

0 8

0 .7

0 .8

0 7

1 2

0 9

1 1

1 8^) 2 0

1 4^)5 1

1 0() 1 2

1 1 ()2 2

1 1() 1 9

0 7() 0 9

0 7()0 9

0 9^)2 1

1 . 7() 1 1

0 9[し 2 4

2 1()3 2

5 5[し5 6

6 .5んし6 7

3 7()4 . ○

38字)6 1

1 8字)2 ‐8

0 5[)0 7

1 0

1 0

0 7

0 7

0 8

0 7

0 .7

0 6

1 3

0 8

0 5

1 0[し 1 8

1 8{し2 8

0 . 9[し2 3

1 .6^し2 8

1 . 1^) 1 8

0 . 5【し0 7

06[) 1 0

0 .9[し 1 1

1 6【)7 6

1 . ヤ) 1 0

1 8【)3 4

5 8字)6 . 5

5 9[)6 1

3字^)4 0

3 5h)5 6

1 .8[し2 .6

0 .5()0 .7

0 9

1 1

0 7

0 6

0 7

0 6

0 7

0 5

0 9

0 7

0 6

1 3ん〉 1 8

1 6へし2 .O

1 2~J4 1

1 5[)2 4

1 ト)3 0

0 6

1 0へ) 1 2

1 2~し 1 6

4 0へ)6 8

0 9へ) 2 9

1 7() 4 2

7 8()9 4

6 3(し6 7

4 十)4 8

3 6{)5 4

1 5へし2 0

1 0[)1 . 2

1 1

1 3

0 8

0 8

0 6

0 5

0 6

0 6

1 1

0 7

0 5

0 8{) 1 2

○ 6ん〉 1 6

0 8[)3 5

1 7^)28

0 8【し2 5

0 . 6{)0 7

0 7() 1 ‐2

1 9[)2 3

8 4()58

0 9壽) 1 4

1 8【し 2 4

4 .6んし5 4

4 9んし5 9

2 8{し33

2 .6[し5 1

1 5ん)2 3

0 .6[) 1 .8

0 . 7

0 .9

0 6

0 6

0 7

0 6

0 6

0 6

0 9

0 7

0 5

0 . 5[}0 6

0 .6[) 1 2

<0 ト 1 1

○ 字̂ ) 1 4

0 8() 1 8

0 7

0 8h) 1 2

1 0[} 1 5

2 6[} 1 2

0 8{し 2 8

7 6^) 1 2

4 5[)4 9

8 9[}4 . 主

8 0[)3 1

2 1()5 9

1 2[し2 2

○ ‐ ?̂ ) 1 4

1 8

1 1

1 .O

1 1

0 8

0 8

0 9

0 7

1 2

0 9

0 7

0 6(し0 7

0 6(し 1 2

0 6へ) 1 0

0 8(し2 0

1 4()2 0

0 6()0 . 9

0 6hし0 9

0 . 9へ) 1 2

3 十一5 5

0 8() 1 6

7. L() 1 2

4 9[}5 7

3 8ん)8 9

3 .6[)8 .9

2 7()6 6

1 2【)2 .4

○返十) 1 .4

<鎌戸8 0

<o ト4 2

ぐ0 6トを.8

ぐ0 ふし 1 9

ぐ0 を) 1 .9

ぐ0 ふし 1 8

ぐ0 6hJ 2 8

ぐo ふJ 2 1

ぐ0 ふし 3 1

ぐ0 6hJ 1 5

ぐ0 5トJ 2 1

0 8() 8 6

0 7() 1 1

ぐO Eh 1 8

0 .6() 2 9

ぐ0 .ふし 2 6

ぐ能い) 1 6

ぐ0 5hゾ 1 7

0 .5^) 47

0 5() 2 0

0 5･4 0 0

3 1(〉 7 4

3 2^) 9 3

8 4(〉 9 8

2 .2(〉 4 .7

1 8^) 1 1

0. 9^} 4 .8

ぐo ふし 1 .O

　　
　
　
　

　
　

5
1

6
1

8
9

6
6

7
7

0
0

4
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生 活 環 境 項 目

B O D又‘

X /Y %

O D (PP ]ゆ S S 又 は 油 分 ( PPM) 大腸菌群数 (
X /YY % m l n ~maX X/ % m 1 n ~maX X / %

PNノ ー 0 0彬 )

り m l n ~ maX

攣物埆みれ掬 鰍そ28残聡
< o 5 ~ :

0 5 () 名

< 0 . 5 ~ 1

0 ,5 (し 8

< o 5 ~ 8

0 5 () 8 ん物唯蜘物売 劃劉27
< 1 ~1

2 ~ ≦

< 1 ~ ]

< 1 ~ 1

< 1 ~ 7

1 ~ 5

6 0/ 6

24/ 2 ‘

3 6/ 3 {

5 4/ 5 4

6 8/ 7 2

5 2/ 55 軸眩mm9 49 4
1 7 x ー o辷◇2 4 X

2 2 × 1 o3() 1 5 × 1

4 9 × ー o辷◇2 4 X 1

1 3 × l o~◇2.4 × 1

4 .5 × l o() 1 7 × 1

1 4 × 1 o 2̂ )3 3 × 1

4 0/ 4 8

8 2/ 48

4 7/ 96

8 8

6 6

4 9

2 7 () 1

2.4 () 7,

1 8 () 2

4 1/ 4 8

8 8/ 4 8

4 1/ 1 9 ;

8 5

7 9

7 8

2 ~ 8

2 ~ 2

1 ~ 8

1 2/ 4 8

1 4/ 4 8

3 5/ 1 9 ;

2 5

2 9

1 8

1 2× 1 0 /･) 1 2 × 1

1 2 × 1 0(〕5 6 × 1

< 1 8~2 4 × 1

翰M蜘 獲00
0. 5 ~ 3【

0 . 7 ~ 2 1

0 .5 ~ 1 . 9 税乾留ヅヅヅ nÛU

N D

N D

N D

7/ 84

/ 1 2

5/ 8 7

8 E

5 7

< 1 8~4 .5 × 1 0

< 1 8~8 8 × 1 0

< 1 8~5 8 × 1 び
お/ 1 6 8

L 1/ 1 3 2

9/ 1 9 2

5/ 1 7 1

0/ 1 2

鯛2 088

< 0 5 ~ 3 8

0 .5 () 8 5

1 8 () 2 6

0.5 () 3 6

0 7 () 2 . 1

8/ 1 6 8

9/ 1 8 8

l o/ 28 8

0/ 1 7 1

0/ 1 2

4 8

6 8

6 4

O

O

く 1 ~1 20

< 1 ~ 9 8

1 ~ 3 6

N D

N D

; 4/ 1 6 8

8 0/ 1 3 3

1/ と8 8

2/ 1 7 1

-/ 1 2

l 7 6

7. 7

1 2

7. O

5 × l o~◇2 4 × 1 0 !

3 × m~◇2 4 × 1 0 :

< 1 8~2 4× 1 0‘

< 1 8~58× 1 03

< 1 8~8 8 × 1 02
-/ 6 7 5 7

2 3 7/ 7 72 7
8 6 7/ 77 2 5

B

8 ′･)4 .5 × 1 03

02

OS

水 域 名 類型 N

P H D 0 ( P PM )

ト ノY % m 1 n ~maX X /Y % m l n ~maX

河川

千 代 川

天 神 川

日 野 川 船A螢A榮A rbリムnきり←̂09咎 んゑんん力んnUnUハUnUnuハU nvnUnUnUnV̂U
6 . 6 () 7 5

6 8 () 8 2

68 () 7 5

6 8 () 7. 4

6 7 () 7 6

6 6 () 8 0 nV4±̂hU4≠9“KU珍物第洛吻% 貿鰯01 90部
7 3 () 1 4

7 2 () 1 2

8 5 () 1 3

7. 0 () 1 8

8 3 () 1 3

6 8 (〉 1 3

湖沼
湖 山 池

東 郷 池

中 海 AAA 441 2
1 6 /48

7 /4 8

2 8 /1 9 2

8 8 8

1 4 .6

1 4 6

7 8 () 9 0

7 5 () 9 1

6 9 () 9 4

し48

“4 8

9 3レ1 84

6 3

8 8

5 0 5

7 1 ^) 1 3

5 8 () 1 2

2 3 ^) 1 3

海域
美 保 湾

日本海沿岸海域 ABA 713 0 “生り←7IんゑんQJハソムnV
1 0 7

1 6 7

O

8 0 () 8 5

8 0 ^) 8 8

8 1 () 8 4

2 6/84

ヅ1 2

3 4ノイ8 7

3 1 0

O

3 9 1

6 1 () 9 5

6 6 () 9 1

6 5 () 9 0

。十

河 川

硼 摺

海 域 船AAAB 1 46加3 71
0 /1 6 8

o /18 8

5 1 /28 8

9 /1 7 1

2 /1 2

O

O

1 7 7

8 1

1 6 . 7

6 6 () 7 6

6 .6 () 8 2

6 9 () 9 4

8 0 () 8 5

8 0 () 8 8

し1 6 8

ルノ1 3 8

1 0 0%28 0

6 0レノー 7 1

Qし1 2

0 6

8 8

3 5 7

8 5 1

O

7. 3 () 1 3

68 (〕 1 8

2 8 () 1 3

6 1 () 9 .5

6 6 () 9 1

合 。十 7 8 6 2 /7 7 2 8 0 1 6 6/7 64 2 1 7

註 X/ Y 環境基準に不適合の 日数/総測定 日数
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資料 1 5 公害関係用 語の 解説

〔 大 気 〕

硫黄酸化物 ( S o x )

石 油な どの硫黄分 を含ん だ燃料が燃焼 し て生 じ る 汚染物質で亜硫酸 ガ ス と も い う 。 一般的 に燃焼過

程で発生す る の は大部分が二酸化硫黄 ( S 0 2 ) で あ り 、 無水硫酸 ( S 0 3 ) が若干混 じ る 。

硫黄酸化物は、 人の呼吸器に影響を与 え た り 、 植物 を枯 ら した り す る 。

窒素酸化物 ( N o x )

窒素酸化物は、 石油、 ガス等燃料の燃焼に伴って発生 し、 そ の発生源は工場 自動車、 家庭の厨房施設等、

多種多様であ る 。

燃焼の過程では、 一酸化窒素 ( N O ) と し て排出 さ れ る が、 こ れが徐 々 に大気中 の酸素 と 結びつい

て 二酸化窒素 と な る 。

窒素酸酸化物は人の呼吸器 に影響 を与 え る だけ でな く 光化学ス モ ソ グの原因物質の一つ であ る 。

一酸化炭素 ( C O )

炭素 を含む燃料が不完全燃焼す る際 に発生 し、 主な 発生源は 自 動車であ る 。

一酸化炭素が体内 に吸入 さ れ る と 、 血液中 のヘモ グ ロ ビ ン と 結合 し て酸素の補給 を妨げ貧血 を起 こ

した り 、 中枢神経を ま ひ さ せた り す る 。

K 値 規 制

施設 ご と に煙突の高 さ に応 じた硫黄酸化物許容排出量 を求 め る際 に使用す る 大気汚染防止法で定め

ら れた定数であ る 。 K値は地域 ご と に定 め ら れ て お り 、 施設が集合 し て設置 さ れ て い る地域ほ ど規制

が厳 し く 、 そ の 値 も小 さ い。

〔 騒音 ･ 振動 悪臭 〕

暗 騒 音

あ る 場所であ る音を対象 と して評価す る 場合に 、 対象 と す る 音 を除い た と き そ の場所に お け る騒音
のもの

を 、 対象者に対 し暗騒音 と い う 。

騒音レベル “号

J I 浅こ規定 さ れ る 騒音計で測定 し て得 られ る ホ ソ、 熟ま d B ( プ シ ヘ ル ) 数 であ り 、 騒音の大き }
さ を表わす も の であ る 。 一般に は騒音。十 の聴感補正回路 A特性で測定 した値を ホ ノ 、 叉は d B翁で表 l

　

す 。 騒音の規制基準等は すべて騒音 レ ベル に よ る o l
振動レベル

振動の加速度 を プ シ ベ ル ( d B ) で表わ し た加速度 レ ヘ ル に振動感覚補正 を加 え た も の で、 単位 と l

驚き一郎溶踰 られ る通常振動感覚補正回路捻公害用振動討鬱 測定 した ;
値で あ る 。
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悪臭物質

悪臭防止法では 、 現在次の 8 物質 を悪臭物質 と し て定め て い る 。

( 1 ) ア ン モ ニ ア ( N H 3 ) ･ 刺激臭、 し尿臭

(2) メ チ ル メ ル カ ブ タ ン ( C H 3 ー S H ) ･ ･ タ マ ネ ギ の腐敗臭

(3) 硫化水素 ( H 2 S ) …卵の腐敗臭

(4 ) 硫化 メ チ ル ( C H 3 ) 2 S ) … キ ャ ベ ツ の腐敗臭

(5) ト リ メ チ ル ア ソ ( C H 3 ) 3 N ) … 魚の腐敗臭

(6) 二硫化 メ チ ル ( C H 3 - S ー S ー C H 3 ) ･ ･ - ソ ー ク の腐敗臭

(7) ア セ ト ア ルプ ヒ ド ( C H 3 C H O ) …刺激臭、 し尿臭

(8) ス チ レ ン ぐ《〉‐ C H= C H , ) ･ ･ ポ J エ チ レ ン な どの加ェ臭

〔 水 質 〕

P H ( ペ ー ハ ー )

水溶液中水素 イ オ ン濃度 〔 H+ 〕 を示す尺度。 中性の溶液は、 p H は 7 で こ れ よ り 数字が小 さ く な

る ( 最小 o ) ほ ど酸性が強 く な る こ と を示 し、 数字が大き く な る ( 最大 1 4 ) ほ ど ア ル カ リ 性が強 く

な る こ と を示す。

B O D ( b 1 o chem i ca l o×ygen demand ) =生物化学的酸素要求量。

水 中 の有機物は、 微生物に よ っ て酸化分解 さ れ最終的には炭酸 カ ス、 水 な どに な る が、 こ れ ら の微

生物の活動の た め に水 に と げ てい る酸素 ( D O ) が消費 さ れ る 。 こ の よ う に、 有機物が生物に よ り 生

化学的酸化 を受 け る 場合に消費 さ れ る 酸素量 を ｢ B O D ｣ と 定義 し て お り 通常河川等の 汚染度 を表

わす場合に は、 温度 2 0 ℃ で 5 日 間 に 消費 さ れ る 酸素量 を水 1 “ 中 の消費酸素量 と し て噂 で表す。

( 単位 務/ “ 叉は PPm )

B O D 値が高い こ と は 、 そ の 廃水中 に分解 さ れやすい有機物が多い こ と を意味 し、 河川 の 汚濁の指

標 と さ れ る 。

C O D ( cheml ca l o×ygen dem and ) = 化学的酸素要求量。

水 中 の被酸化性物質 ( 主 と して有機物 ) を、 酸化剤 ( 通常過マ ン カ ソ酸 カ リ ウ ム を使用 ) で酸化 し

た 場合に消費 さ れた酸化剤に対応す る 酸素量 を ｢ C O D ｣ と 定義 し て お り 、 水 1 “ 中 の消費酸素量 を

増で表す。 ( 単位 増/ “ 叉は PPm )

酸 化剤 に よ る 酸化は 、 有機物 と 無機性被酸化物 と を 区別す る こ と がで き な い こ と な どか ら 、 B O D

と 異 っ た値 を示すが、 湖沼 な ど海域の 有機汚濁の指標 と し て利用 さ れ て い る 。

S S ( s us pe nded s o l i d s ) ±浮遊物質量。

水 中 に存奪%粒径 , 獅以下。水硼,療蛔性灘髭遊物質か, 、 , β わ徽。表す。
( 単位 増 / “ 叉は 蕗扣 )

S S は水の濁 り の 原因に な る も の で、 水質汚濁の指標 と な る 。
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D o ( d i s s o l v e d oxygen ) =溶存酸素。 -

水 に と げ て い る酸素の こ と で、 1 “ 中の 彬数で表す。 ( 単位 増/ “ 叉は :蕗〉m ) 。

水中 の微生物は、 こ の D O を 消費 し て有機物 を分解す る た め、 有機物が多い い と D O に 不足 を き た

し、 更 にすすむ と 酸素の 欠之の た め に嫌気性の分解が起 り 、 有害 ガ ス が発生 し て水質は著 し く 悪化 し

て く る 。

純水の酸素溶解度は 2 0 ℃ で 9 PPm 程度であ る 。

大腸菌群数 一
人 お よ び動物の腸内 に発生す る 細菌及び主 と し て水、 土壌な ど広 く 自 然界 に分布す る 範囲 を大腸菌

群 と 総称 し て お り 、 こ れ らは常 に糞便中 に排泄 さ れ てい る の で、 糞便 に よ る 汚染の基準 と して役立 ち、

zk 食品等の 安全度の指標 と して い る 。

水 の 大腸菌群の定量法 と し て は、 確立的 に大腸菌群の数値を 算出す る方法で あ る ｢最確教法｣ が用

い ら れ、 M P N/ 1 0 0 れ“で表す。

油 分 ( n - ヘキ サ ソ抽出物 ) 心
動植物油脂、 脂肪酸、 ワ ッ ク ス 、 グ リ ー ス 、 石油系炭化水素、 染料な どの総称であ る 。 f
水溶液 を n - ヘキ サ ソで抽出 し、 n - ヘキ サ ソ可溶性物質 と し て定暈 し て、 1 “ 中 の 噂数で表す。

p p m ( pa r t s p e r m i 1 1 i 0n )

百万部中の幾部であ る か を示す分率。

1

1 PPm は 1 “ 中 に 1 噂 の物質が含 ま れ て い る こ と を示 し、 1 % の 霞頭宛万 の濃度であ る 。
〔 地 盤 沈 下 〕

水 準 点

土地の標高 を表す標石で、 水準測量の基準 と し て用い ら れて い る 。 地盤の 変動状況 を測定す る に は、

こ の 水準点 を用い、 標高 の変化 を精密水準測量 に よ っ て 測 り 、 変動 を 出す。

精密水準測量

最 も 精度の高い水準測量で、 地盤沈下や地殻変動等の澗査の た め に実施 さ れ る 。 精密 レ ヘ ル と 精密

標尺 を用い 誤差ができ る だけ 消去 さ れ る よ う に、 ま た 、 最 も 小 さ く な る よ う な 測定方法が と ら れ て

い る o

沖 積 層

い ま か ら 1 万年前か ら現在に至 る までた い積 し て き た地層で、 河川 の 流域や海岸沿いの低地に分布

し て い る 。 粘土 ･ シ ル ト 等で構成 さ れてい る 。

鳥取平野の代表的な地層構成の模式図は下図の と お り であ る 。
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鳥取平野模式図

基 盤 老
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